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我々はこれまでに，ギャップ部分を架橋するようにナノ単結晶を作製
可能な「ナノ電解法」1を開発し，電気化学的にソース・ドレイン電極間
へのナノ単結晶の架橋作製を可能とした。これまでに我々はフタロシア
ニン系材料料を中⼼心にその作製と特性を報告してきた1。今回，この⼿手法の
汎⽤用性を確認するため，他の有機ドナー分⼦子への材料料展開を報告する。

ナノ単結晶の作製にあたり，出発原料料に有機ドナーとして有名なテト
ラチアフルバレン(TTF)，テトラメチルテトラセレナフルバレン(TMTSF)，
ビス（エチレンジチオ）テトラチアフルバレン(BEDT-TTF)を⽤用いた。図１の電解セル及び5µmギャ
ップの⽩白⾦金金電極基板を⽤用い，テトラヒドロフラン，アセトニトリル等の溶媒で電気分解を⾏行行った。
直流流での電気分解ではナノ単結晶は陽極表⾯面全体に⼀一様に成⻑⾧長する（図２上）のに対し，交流流での
電気分解ではこれまでのナノ電解法同様にナノ単結晶が電極間に選択的に成⻑⾧長することが分かった
（図２下）。⼀一部のナノ単結晶については，TEMを⽤用いた制限視野電⼦子線回折(SAED)で構造を解
析した（図３）ところ，既報のバルク結晶と同⼀一の構造を有することが分かった。そのうちTTFを
⽤用いたナノ単結晶では図４のようにTTFの⼀一次元スタック構造がナノ単結晶の⻑⾧長軸と⼀一致すること
が分かった。また，電気分解で⽤用いた２つの電極をそれぞれソース，ドレイン電極とし，酸化膜付
きシリコン基板を⽤用いることで，トランジスタ構造を作製し，真空中で特性測定を⾏行行った。

これらのナノ単結晶の選択作製の詳細，並びに電⼦子特性について報告する。
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図２：ナノ電解法で作製したナノ単結晶；
（左）直流流条件，（右）交流流条件

図４：ナノ単結晶の結晶構造

図１：ナノ電解セル

図３：TEM像とSAEDパターン
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